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鮫島輝彦 のご逝去を悼む

伊藤通玄*

本会の創設@発展に大きく貢献された元静関大学教授鮫島輝彦先生は、 8月 13日午後日時

40分(現地時間入第二の故郷ニニュージーランドにおいて 67年の生涯を終えられました。公私に

り先生のご指導を受けた者の一人として、痛恨の念を禁じ得ません。

先生は静岡大学を定年退官された 1988年、ニュージーランドに戻られ、オークランド大学の客員教

授を 65歳まで続けられ、その後ニュージーランド地質調査所で名誉研究員としてご研究中でした0

1990年 5月、前立腺癌の摘出手術を受けられましたが、既に骨転移が認められ、その後さらに肝@肺
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